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お客さまに寄り添ったアフターフォローの充実方針7

お客さまに寄り添った活動を通じて、2020年4月から2021年3月にかけて、約127,000件の「感謝の声」をいた
だきました。ここにその一例をご紹介します。

（１）非対面によるアフターフォロー 

（２）ご高齢者向けのアフターフォロー 

（３）お客さまに有益な情報の提供

（4）保険金・給付金等の確実なお支払い
主人が入院し、担当の〇〇さんに給付金請求の連絡をしました。請求書類の書き方
に不安があったので、訪問のうえ、説明してほしいと思っていましたが、緊急事態宣
言中だったので、断られると思っていました。しかし、担当の〇〇さんはすぐに書類
を持ってきてくれて、丁寧に書き方も説明してくれました。主人も病み上がりでま
だ動けない状態でしたが、すぐに給付金が振り込まれたので、とても助かりました。

当社で、団体保険の新規組合員向け説明会を計画していましたが、コロナ禍で開
催ができなくなりました。担当の〇〇さんに相談したところ、「みんなのMYポー
タル」を活用した動画配信を提案いただきました。団体保険に加え、組合活動の
趣旨等が説明可能な点、新規組合員だけでなく全組合員が視聴可能な点を丁寧
に説明していただき、組合員の理解も深まりそうです。今後もさまざまなサービ
スを提案していただければと思います。

担当の〇〇さんから、エピローグ・レターの案内をしてもらった際、「万一のこと
があったときに受取人さまにメッセージをお届けするという、保険会社だからこ
そできるサービスなんです。この機会に普段言えないことを書いてみませんか」
と丁寧に説明してくれました。担当の○○さんから勧めてもらわなければ、こん
な機会はなかったと思います。家族のことを考える、いい機会になりました。

死亡保険金請求の際、担当の○○さんと一緒に、事務担当の△△さん(事務サー
ビス・コンシェルジュ)が訪問してくれました。請求手続きの案内と今後必要な手
続き等の説明を、事務担当の△△さんが分かりやすく行なってくれました。主人
が亡くなり、いろいろと不安でしたが、丁寧に説明してもらって安心できました。
今回の対応で、担当の○○さんへの信頼感もさらに厚くなりました。

コロナ禍で、極力家族以外とは面談しないようにしていましたが、担当の〇〇さ
んとLINEを交換していたので、「コロナ禍で不安もあると思いますが、保障に関
する悩みなど、いつでもご連絡ください」等、定期的にメッセージを送ってきてく
れました。不安な状況下でも、LINEで連絡をいただくことによって、大きな安心感
を得ることができました。今後も家族全員のフォローをお願いします。

■ お客さまからいただいた「感謝の声」

お客さまに信頼される資産運用方針8

将来にわたり保険金・給付金等を確実にお支払いするため、高い健全性を維持
しつつ、安定した資産運用収益確保に努めています。

【用語解説】
ＡＬＭ（アセット・ライアビリティ・マネジメント）:資産と負債の総合的な管理の略称。ＡＬＭの基本的な役割は、
保険契約に基づく保険金・給付金等（保険会社にとっての負債）の特性に応じた資産運用を行なうこと、また
資産運用の環境を商品設計・販売戦略等に適切に反映させていくことにあります。

■ 安定的な資産運用・高い健全性
■資産配分の推移（一般勘定）
　公社債が全体の約4割超を占める等、長期・安定的
　な資産運用を実施しています。

「含み損益」とは、保有している資産の時価と帳簿価額との差額を指し、保険会社の企業体力をあらわすも
のの一つです。当社は、2021年3月末において、６兆円を上回る含み益を確保しています。

※保険料算定時に想定した利益に基づく予定運用収益と
　実際の運用収益との差額

■資産全体の含み損益の状況(一般勘定)

■基礎利益・利差益（※）の推移
　不安定な市場環境のなか、安定的な資産運用
　収益を確保しています。

6兆5,224億円

■ 資産運用の基本理念・基本方針
生命保険会社の資産運用は、お客さまからお預かりした保険料を原資としており、長期安定運用を使命として
います。そのため、当社では、「ＡＬＭの考え方に基づき、良好な運用成果を長期にわたり安定的に確保する資
産運用をめざすとともに、高度なリスク管理による資産健全性の維持・向上を図ること」を基本理念とし、以下
の基本方針のもと、資産運用に取り組んでいます。

ア . 安 定 性
イ . 収 益 性

ウ . 健 全 性

エ . 流 動 性

オ . 透 明 性
カ.コンプライ
　　 アンス

公社債などの円金利資産を中心に、安定収益の確保を最優先とした運用を行なっています。
厳格なリスク管理のもと、リスクに応じた収益の獲得を図るとともに、保険商品ごとの負債の特性等も考
慮し、安定的な収益確保に努めた運用を行なっています。
資産運用リスクの多様化・複雑化に対応すべく、リスク管理態勢の強化･高度化に継続的に取り組み、資産
健全性の維持・向上に努めています。
投融資の判断においては、保険金等の迅速・確実なお支払いのため、流動性の高い資産を適正な水準に
維持しています。
資産運用状況の適切かつわかりやすい開示により、透明度の高い運用に努めています。
保険会社として高い公共性を有していることを認識し、資産運用における各組織間の相互牽制が十分機
能する内部管理態勢を堅持し、高い企業倫理を維持しています。
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46.2% 11.3% 23.3% 12.7%
2.4%
4.1%

43.2% 11.1% 25.4% 9.8%
2.1%
8.5%

公社債 現預金・その他不動産外国証券 貸付金株式

一般戡定資産:4１兆9.810億円

一般戡定資産:38兆7.344億円

一般戡定資産:38兆4.507億円

一般戡定資産:37兆7.042億円

一般戡定資産:36兆7.672億円
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お客さまに信頼される資産運用方針8

責任ある機関投資家として、責任投資等を通じ、脱炭素社会実現へ貢献していきます。

■ スチュワードシップ活動の推進

当社は、責任ある機関投資家として、ESG投融資やスチュワードシップ活動における対話活動を通じた投融資
先企業の後押しなどを通じて、２０３０年に投融資ポートフォリオのＣＯ２排出量を50%削減、２０５０年のカーボ
ンニュートラル実現をめざしています。

【用語解説】
スチュワードシップ活動:機関投資家が、受託者の責任として目的を持った対話（エンゲージメント）等を通じて、投資先
企業の企業価値向上や持続的な成長を促すことにより、顧客（受益者）の中長期的な投資リターンの拡大を図る活動

【用語解説】
ＥＳＧ投融資:環境・社会・ガバナンス（企業統治）の3つの観点から企業の将来性や持続性を分析・評価し、社会
的課題の解決と長期安定的な運用収益の確保を実現する投融資のこと

■ 責任投資を通じた、脱炭素社会実現への貢献

責任ある機関投資家として、SDGs（持続可能な開発目標）達成への貢献の観点を
ふまえ、責任投資を推進しています。

■ 責任投資の推進
当社は「確かな安心を、いつまでも」という経営理念のもと、責任ある機関投資家としてご契約者へ還元する
ための収益性を確保しつつ、SDGs(持続可能な開発目標)達成への貢献の観点をふまえ「環境
(E:Environment)」、「社会(S:Social)」、「ガバナンス(G:Governance)」等の社会課題を考慮した、「ＥＳＧ投融
資」や「スチュワードシップ活動」等の責任投資を推進しています。

■ ＥＳＧ投融資の推進
当社は、ESG投融資を通じて、地域経済活性化等の地域貢献に注力するとともに、生命保険会社としての社会
的責任や公共的使命を果たすとともに、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

主なESG投融資の取組み
2020年度は、SDGs達成に貢献するグリーンボンドやプロジェクトファインナンスなどのESGテーマ型投融
資に約1,500億円を実行しました。

当社は、中長期的な視点に立ち、リスクを抑制しながら運用収益を確保することがお客さまに対する当然の責
務であると認識のうえ、投資先企業の企業価値向上に伴う株主としての利益を中長期的かつ安定的に享受し
ていくことを基本的な考え方として、株式投資を行なっています。
そのなかで投資先企業との対話等を通じて、投資先企業の企業価値が最大となるよう促すことで、機関投資家と
しての責任を果たすべく、企業との対話活動や、議決権行使などのスチュワードシップ活動を推進しています。
2020年度のスチュワードシップ（対話）活動は、新型コロナウイルス感染症対策のため、オンライン（Web会
議）や電話による実施が増加しましたが、対話の対象に「国内社債」を加えたほか、「企業価値の向上（ESG課題
への取組状況等）」の観点からの対話を拡充しました。

企業価値向上に貢献当社方針を改正・公表(2020年9月）
　対応を強化

スチュワードシップ・コード再改訂
（2020年3月）

① スチュワードシップ責任に
　 「サステナビリティの考慮」が追加

② 上場株式以外の資産に対象を拡大

③ 情報開示の拡充

① ESG課題を中心とする対話を拡充

② 国内社債投資先企業との対話を開始

③ 議決権行使の理由など開示を拡充

継続的な対話による成果を確認
・配当性向の上昇
・ROE・株価の改善
・ガバナンス体制の強化
・ESG情報開示の拡充

SDGs
達成
への
貢献

※2013年対比

寄
稿

責任投資態勢の高度化

生命保険会社としての社会的責任や公共的使命を
果たすとともに､持続可能な社会の実現に貢献

投融資先企業との対話活動等を通じ､投融資先
企業の企業価値向上やサステイナビリティの実現に貢献

● グリーンボンドなどのテーマ債への投資に加え､
脱炭素への移行を支援する各種取組みを検討・推進

● 全運用資産におけるESG投融資プロセスの確立

● 投融資先企業のESG課題に対する対話の推進
● 対話結果の投融資判断への組み込みによる投資
リターンの向上

【脱炭素社会実現への貢献】 
投融資ポートフォリオのCO2排出量削減目標(※):2030年▲50％､2050年▲100％

・融資資金は、宮城県名取市にある宮城県農業高等学校跡地
 を有効活用した出力26.3MW、一般家庭約7,700世帯の年
 間電力消費量に相当する規模の太陽光発電所「名取ソーラー
 ウェイ」 向け資金に充当

・融資資金は、秋田県秋田港及び能代港にて、日本国内で初の
 商業ベースでの大型洋上風力発電事業となる着床式風力発
 電所資金に充当

・フランスの農業系金融機関であるクレディ・アグリコル・コー
 ポレート・アンド・インベストメント・バンクが発行するグリーン
 ボンドへの投資・投資資金は、クレディ・アグリコル・グループの
 「グリーン・ボンド・フレームワーク」に基づき、脱炭素経済への
 移行に資するプロジェクトや関連事業に充当

・世界銀行が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」への投資
・投資資金は、開発途上国の貧困と不平等の削減に向けたデ
 ジタル技術開発に充当
・本投資は、当社と世界銀行がデジタル開発の必要性を共に提
 起したはじめての取組み

被災地復興支援に資する太陽光発電事業向けプロジェクトへの融資（30億円）

国内初となる洋上風力発電事業向けプロジェクトへの融資（50億円）

脱炭素経済への移行に資するプロジェクトに充当される「グリーンボンド」への投資(約119億円)

サステナブル・ディべロップメント・ボンドへの投資(約108億円)

 (JAG国際エナジー株式会社提供)

 (秋田洋上風力発電株式会社提供)

 (クレディ・アグリコルCIB提供)

 (世界銀行提供)

ESG投融資の積極推進 スチュワードシップ活動の推進




